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【事業実績】

●地域商社運営補助金　4,000,000円（予算額）
　長洲町地域商社としての自立運営に向け、商品開発や販路拡大、観光施策の展開などを実施するたの補助を
実施。

町内における新規雇用者数（人） 15人増 0人

地域商社による売上高（千円） 8,000千円増 638,830円

金魚と鯉の郷広場年間来場者数（人） 3,500人増 159,039人

2,000,000

【ＫＰＩ（重要業績評価指標）】

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 指標値（R2） 実績値

令和２年度　地方創生推進交付金事業（評価・検証）

【所管課：まちづくり課】

計
画

事業名 長洲町地域商社による町の活力創出事業

【事業概要】

設立までの経緯
「長洲町雇用創造協議会（シャインながす）」は、町内の事業者を対象に商品開発や販路の拡大等に関する各
種セミナーを開催することで、地域産品を活用した商品開発に取り組む個別事業者をサポートしてきた。これ
により、新たな商品の開発や新規の販路を獲得するなどの一定の成果は生まれてきたが、事業者単独では大手
企業が持つような技術やノウハウを獲得することは困難であり、マーケティング戦略に基づいた高付加価値な
商品を開発するまでには至っていない。また、石井食品（株）など町が包括連携協定を結ぶ大手企業の持つ技
術や販路を活用することで、これまで以上に付加価値の高い商品の開発や海外も含めた大規模な販路を獲得で
きる可能性があるものの、小規模事業者や生産者等がこれらの大手企業と直接連携した体制を構築することは
困難であり、実現には至っていない。
　さらに、観光施策についても、町内事業者と町が連携した観光イベントの開催や金魚生産者による見学会等
を実施してきたが、それぞれの取組みが独立して展開されてきたことから、観光客の周遊性の低さや滞在時間
の短さが課題となっており、開発した商品販売と観光施策の連携も弱く、イベント開催時における土産物品の
販売や飲食店との連携も不十分な状況にあることから、地域の事業者における売上の向上等には結びついてい
ない。
　そのようなことから、町内事業者と石井食品（株）などの大手企業の取組みを結びつけるとともに、自らも
大手企業のノウハウ等を活用しながら、ワンランク上の商品開発や販路開拓、観光施策等にワンストップで対
応できる組織を設立し、各施策の効果を相乗的に高めながら、経済好循環や交流人口の拡大、雇用創出等の効
果を創出するため、町内の商工会、観光協会、金融機関、漁協、大学、企業などと連携した官民連携による一
般社団法人「長洲町地域商社」を設立する。

事業費
（単位：
円）

予算額 4,000,000 決算額 4,000,000
交付金充当額 2,000,000

一般財源



ふるさと納税事業に特化するのではなく、町内の団体・協力者と連携して新しい事業・新しい体制づくりを考
察しながら商社の運営基盤をつくる。

評
価

【事業評価】

●令和元年7月に事務局長就任、10月に社員1名を雇用し、ふるさと納税業務と関わりながら町内事業者との連
携・協力によって既存商品の販路拡大や新規商品開発に取り組んだが、地域商社としての収入源を作り出すま
でには至っていない。販売運営スキルを習得し、町内事業者と町外者との仲介役となり、地域商社の事業収入
に直接つながる体制を作る必要がある。
●６次産業化に向けた取組みを協定企業と情報交換し連携するための体制づくりを検討する。
●Withコロナの中で、町観光協会と連携した観光施策を検討するための協議を行う必要がある。

【外部評価】

・課題を明確化し、次へのステップとなるよう展開を考える必要がある。

・商社単独ではなく、商工会や養魚組合、技術を持ったデザイナーなどと連携して新しい事業に取り組めるよ
う体制整備や仕組みづくりの考察が不可欠である。

改
善

【今後の方針】

方針判定 発展して継続する　・　継続する　・　事業を見直す　・　中止する　・　終了する

【今後の展開】


